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●高い爆発圧力を伴う伝播火炎の計測が可能です。
●既存の高速度カメラで捉えられない超高速現象の計測が可能です。
●比較的安価で計測できます。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

◎マルチイオンプローブによる超音速伝播火炎の計測例
　※右図はイオンプローブの配置

【研究シーズの概要】

●ガソリンエンジンや一部ディーゼルエンジン等の研究開発
●ガスタービンやボイラーでの振動燃焼計測
●爆発的燃焼の基礎研究

【産業界での展開・用途】

研究分野：工学（機械工学）

本研究では強い爆発力を伴うような燃焼を、複数のイオンプローブを用いて高精度に計測する技術を開
発しています。本技術の応用例として、ガソリンエンジンの中で生じる燃焼を詳細に計測することで、省燃
費化の技術開発のための基礎データを得ることも可能になります。下図は本計測技術を用いた火炎計測
の一例です。超音速で伝播する火炎が、約1mm間隔で速度変動する様子を世界で初めて捉えることに
成功しました。
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【研究シーズテーマ】

工学部 知能機械工学科 教授

燃焼計測／イオンプローブ／異常燃焼／爆発燃焼計測／イオンプローブ／異常燃焼／爆発Keyword

八房 智顯

マルチイオンプローブによる
燃焼の詳細計測技術の開発




